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平成24年7月１日

【今号の表紙】
６月18日、答志島で離島の

活性化を目指す島の旅社推進協
議会は、桃取小学校の全校児童
26人を答志島沖の無人島「浮
島」に招き、磯場で海の生き物
の観察を行いました。

島の旅社より、捕まえたタコ
やカニなどの生き物についての
説明があり、観察後、生き物を
海へ戻しました。

参加した児童からは「磯場に
はこんなに生き物いるんだ」と
驚きの声が聞こえてきました。
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広報　とば

地 震 防 災 講 演 会
南海トラフの巨大地震
～鳥羽市における津波～ 入場無料

事前申込不要

日　時：7月 7日（土）
　　　　午後 2 時～
場　所：市民文化会館・大ホール
その他：駐車場スペースが少ないので、
　　　　できるだけ公共交通機関を利
　　　　用してください。

内閣府の南海トラフの巨大地震モデル検討会委員である名古屋大学 山岡耕春 教授による鳥羽市における
最大予測津波高24.9ｍなどについての講演会を開催しますので、興味のあるかたはぜひ参加してください。

講　師：名古屋大学大学院環境学研究科
　　　　附属地震火山研究センター 所長・教授
　　　　山岡　耕春氏
テーマ：南海トラフの巨大地震
　　　　～鳥羽市における津波について～

【講師プロフィール】
1958 年静岡県湖西市生まれ。1981 年名古屋
大学理学部地球科学科卒業後、同大学大学院を
1986 年に修了し理学博士となる。その後、東京
大学地震研究所助手、名古屋大学理学部助教授、
名古屋大学大学院理学研究科助教授、名古屋大学
大学院環境学研究科助教授を経て、2010 年 4 月
から現職。2011 年から、内閣府南海トラフの巨
大地震モデル検討会委員を務める。

問合せ先
総務課防災危機管理室

 � 1118
bosai@city.toba.mie.jp

主催／名古屋大学 地震火山研究センター
　　　菅島臨海実験所
共催／鳥羽市

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

  

基
調
講
演

  

『
宮
城
県
南
三
陸
町
の
被
災
実
態
と
復
興
へ

  

の
挑
戦
』

講　

師

　

佐
藤　

仁
氏
（
宮
城
県
南
三
陸
町
長
）

  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
ー

　

佐
藤
南
三
陸
町
長
、
木
田
鳥
羽
市
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

三
重
大
学　

浅
野
准
教
授

津波により被災した南三陸町防災庁舎

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

～
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

今
後
の
対
策
を
考
え
る
～

問合せ先
総務課防災危機管理室

 � 1118
bosai@city.toba.mie.jp

※名古屋大学大学院教授　澤田　均氏より菅島臨海実験所の研究発表もあります。

第１弾

第
２
弾

と　

き　

８
月
４
日
㈯	

午
後
２
時
30
分
～
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８
月
１
日
㈬
よ
り
夜
間
納
税
相
談
窓
口
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

税
務
課
管
理
収
納
係　

 

�
１
１
３
２

特
別
滞
納
整
理
係　

  

�
１
１
３
６

 

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
の
午
後
７
時
30
分
ま

で
、
市
民
文
化
会
館
２
階
・
税
務

課
窓
口
で
開
設
し
て
い
る
夜
間
納

税
相
談
窓
口
を
、
よ
り
利
用
し
て

い
た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
に
、

８
月
１
日
㈬
よ
り
開
設
日
お
よ
び

時
間
を
変
更
し
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
、
失
業
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
一
時

的
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
納
税
に
関
す
る
相
談

を
担
当
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

日
中
の
都
合
が
悪
い
か
た
は
、
ぜ

ひ
夜
間
納
税
相
談
窓
口
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
１
日
㈬
か
ら
は
、

利
用
の
際
に
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

８月１日㈬からの
夜間納税相談窓口は…
月曜日～金曜日（祝日を除く）
午後５時 15分～９時

税務課管理収納係　 	�１１３２
特別滞納整理係　 	�１１３６

軽自動車税の納め忘れはありませんか？
納期限は5月31日です。

7月は軽自動車税
徴収強化月間です

　

市
で
は
、
7
月
1
日
か
ら
1
か

月
間
を
「
軽
自
動
車
税
徴
収
強
化

月
間
」
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

納
付
が
ま
だ
の
か
た
に
は
督
促

状
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
併
せ

て
電
話
や
文
書
な
ど
で
納
税
の
催

告
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
車
両
が
な
い

と
き
は
廃
車
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
軽
自
動
車
の
種
類
を
確
認

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
場
所
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

０
５
９

－

２
３
４

－

８
４
３
１

◎
２
５
０
cc
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ

イ三
重
運
輸
局

０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
５
５

◎
１
２
５
cc
を
超
え
２
５
０
cc
以

下
の
オ
ー
ト
バ
イ

三
重
軽
自
動
車
協
会

０
５
９

－

２
３
４

－

８
６
１
１

◎
１
２
５
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

税
務
課
ま
た
は
市
内
各
連
絡
所

夜
間
納
税
相
談
窓
口
を

拡
充
し
ま
す
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鳥
羽
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

市
観
光
協
会

	

�
３
０
１
９

　

今
年
も
７
月
28
日
㈯
～
29
日
㈰
に

鳥
羽
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
鳥
羽
市
全
体

が
盛
り
上
が
る
よ
う
市
民
参
加
型
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
ご
用
意
し
ま
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
大
会
に
関

す
る
問
題
を
出
し
ま
す
。　

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
30
名

の
か
た
に
大
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
題　

今
年
も
大
会
期
間
中
に
釣
り

上
が
る
カ
ジ
キ
で
１
番
大
き
い
の
は

何
㎏
で
し
ょ
う
か
？

①
100
㎏
未
満

②
100
㎏
以
上
～
135
㎏
未
満

③
135
㎏
以
上
～
170
㎏
未
満

④
170
㎏
以
上
～
200
㎏
未
満

⑤
200
㎏
以
上

※
参
考
…
145
㎏
、
一
昨
年
…
171
㎏

締
切　

７
月
26
日
㈭
必
着

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
解

答
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

〒
517

－

0022
鳥
羽
市
大
明
東
町
１

－

７

鳥
羽
市
観
光
協
会　

ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ

ュ
実
行
委
員
会
あ
て

http://w
w

w
.toba.gr.jp/

イルミネーション

７月 21 日㈯～ 8 月 31 日㈮　19：00 ～ 22:00
※7月27日㈮を除く（平成25年1月14日㈪まで延長予定）

（ドルフィン公園）
　「真珠があなたに微笑みかける」をテーマにイルミネ
ーションワールドを作り上げます。
　青のマリンカラーを基調色とした鳥羽の静かな海の世
界が出現。来場者自らが起動するスペシャル演出も用意
しています。心地よい海の世界をお楽しみください。

問	観光課観光振興係（ 	�１１５７）

とばホタル（水中ライトアップ）

７月 21 日㈯～ 8 月 31 日㈮　19：00 ～ 21:30
（カモメの散歩道）

　水中ライトアップによって幻
想的な雰囲気に包まれたカモメ
の散歩道をお楽しみください。
　毎週土曜日には、とばホタル
をバックにプロのカメラマンに

よる撮影や、こども向けの小さな縁日があります。
問	鳥羽商工会議所（ 	�２７５１）

鳥羽みなとまつり

７月 27 日㈮　20:00 ～ 21:00
（鳥羽マリンターミナル付近）
　約４，０００発の花火が打ち上げら
れます。今年はロンドンオリンピッ
ク開会式の当日ということで、この
ビッグイベントにふさわしい音楽や
花火が楽しめます。
問	鳥羽みなとまつり実行委員会

（ 	�１３７３）

夏の鳥羽湾毎夜連続花火

８月１日㈬～ 15 日㈬・21 日㈫～ 28
日㈫　20：30 ～（約５分間）

（１日～５日は佐田浜、６日～ 10 日
は小浜、11 日～ 15 日は安楽島、21
日～ 28 日は小浜連続花火）
　毎日約 100 発の花火が打ち上げら
れます。

問	鳥羽旅館事業協同組合
（ 	�５０９６）

ビアガーデン

７月 21 日㈯～ 8 月 31 日㈮　17：00 ～ 22:00
※ 7 月 27 日㈮を除く

（近鉄鳥羽駅周辺）
　心地よい潮風とビールで夏の夜を楽しみませんか。週
末にはお子さんも楽しめるイベントも開催されます。

問	鳥羽旅館事業協同組合（ 	�５０９６）

夜　市

７月 21 日㈯～ 8 月 18 日㈯の毎週土曜日
（近鉄鳥羽駅周辺）
　鳥羽志摩の特産品などを購入することができます。

問	鳥羽風土（ 	�３０８０）

海城ナイトウォーク

７月 24 日㈫～ 26 ㈭、30 日㈪、
8 月 1 日㈬、2 日㈭、6 日㈪～ 8 日㈬、16 日㈭、
20 日㈪～ 24 日㈮、27 日㈪～ 31 日㈮

（鳥羽駅周辺）
　海城である鳥羽城跡と夜の城下町へとご案内します。
道中ふらりと街中の名店に立ち寄り、自慢の一品をつま
み食い。参加費は１人４、５００で予約が必要です。

問	海島遊民クラブ（ 	�０００１）

とばマリンナイト！～鳥羽で楽しむ真夏の夜～
鳥羽の夜を楽しんでいただくため、佐田浜沿岸部周辺で平成 24 年度・25 年度にイルミネーションの整備を行います。

また、それに合わせ周辺でのイベントが盛りだくさん。鳥羽の夏の観光スポットとして、家族やカップル、友達同士でお楽しみください。

ライトアップ 花　火

夜涼みイベント
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後期高齢者医療制度のお知らせ
　後期高齢者医療制度の対象者（被保険者）のみなさまに平成 24 年度の保険料額の通知と８月からの保険
証を送付します。お手元に届きましたら内容を確認してください。
　ここでは、保険料と保険証の概要についてお知らせします。

市民課保険年金係　　　　　　　  �１１４８　　　　　　　
三重県後期高齢者医療広域連合　  ０５９－２２１－６８８３

保
険
料
額
の
通
知

　

７
月
中
旬
ご
ろ
、
被
保
険
者
一

人
ひ
と
り
に
保
険
料
額
と
納
付
方

法
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

定
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
そ
の
か
た
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計

に
な
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
は
、
改
定
に
よ
り

保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

・
均
等
割
の
軽
減

　

４
月
１
日
（
４
月
２
日
以
降
に

資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
資
格
取

得
日
）
時
点
に
お
け
る
同
一
世
帯

の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
に
つ

い
て
、
前
年
中
の
総
所
得
金
額
な

ど
（
※
１
）
の
合
計
が
一
定
金
額

以
下
で
あ
る
場
合
、
表
の
と
お
り

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
１　

65
歳
以
上
の
か
た
の
年
金

所
得
か
ら
は
15
万
円
を
控
除
し
計

算
し
ま
す
。

・
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
な
ど
か
ら
、
33
万

円
を
差
し
引
い
た
額
が
58
万
円
以

下
の
場
合
、
所
得
割
額
が
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

・
被
用
者
保
険
（
※
２
）
の
被
扶

養
者
の
か
た
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
か
た
は
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
２　

協
会
け
ん
ぽ
や
企
業
の
健

康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
な
ど
の
こ
と
を
い
い
、

国
民
健
康
保
険
組
合
お
よ
び
市
町

の
国
民
健
康
保
険
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

保
険
料
の
納
付
方
法

・
特
別
徴
収　

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
原
則
の

納
付
方
法
）

・
普
通
徴
収　

　

年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
年

金
額
が
年
18
万
円
未
満
の
か
た
、

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
か
た
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
被
保
険
者
と
な

ら
れ
た
か
た
、
転
入
・
転
出
な
ど

を
さ
れ
た
か
た
は
、
特
別
徴
収
が

開
始
さ
れ
る
ま
で
の
一
定
期
間
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
ピ
ン
ク
色
）
は
、
有
効
期
限
が

７
月
31
日
㈫
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
（
若
草

色
）
は
、
７
月
下
旬
に
三
重
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
ご

自
宅
へ
、
簡
易
書
留
に
て
郵
送
さ

れ
ま
す
。
８
月
１
日
㈬
以
降
は
若

草
色
の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新

　

同
一
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
場
合
、
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
の
認
定
証
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る

と
、
医
療
費
、
食
事
代
、
居
住
費

の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈫
と

な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
の
認

定
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
市
民
課
保
険
年
金
係
ま
た
は
各

連
絡
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
古
い
保
険
証
な
ど
は
、
８
月
以

降
に
市
民
課
ま
た
は
各
連
絡
所
へ

返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
通
知
に
同
封
の

ご
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市

民
課
保
険
年
金
係
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

均等割額の軽減措置

同一世帯の被保険
者および世帯主の
総所得金額などの
合計

軽減
割合

軽減後の
額（年額）

33 万円以下であっ
て被保険者全員の
年 金 収 入 が 80 万
円以下（その他各
種所得がない）

9 割 3,912 円

33 万円以下 8.5 割 5,868 円

33 万 円 + 世 帯 主
を除く被保険者数
× 24.5 万円以下

5 割 19,560 円

33 万 円 + 被 保 険
者 数 × 35 万 円 以
下

2 割 31,296 円

上記以外 なし 39,120 円

保険料額（年額）　限度額５５万円

均等割額　３９，１２０円

所得割額
（平成２３年中の総所得金額等
－基礎控除額　３３万円）
×所得割率　７．５５％

＝
　 

＋
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広報　とば

地域で見守り、
みんなで防ごう
高齢者虐待　　健康福祉課地域包括支援センター　  �１１８２

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
お
い

て
、高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
か
た
）

へ
の
虐
待
と
は
図
１
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

間
違
え
な
い
で
！！

　

虐
待
と
聞
き
、
誤
解
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
虐
待
す
る
か

た
が
悪
者
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

介
護
は
毎
日
の
こ
と
で
介
護
者

に
大
変
な
負
担
と
な
り
、
長
期
化

す
る
こ
と
で
負
担
が
増
え
て
い

き
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

適
切
な
介
護
の
し
か
た
や
認
知

症
へ
の
対
応
が
分
か
ら
な
い
こ
と

で
、
つ
い
手
を
上
げ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
齢
者

虐
待
は
誰
も
が
直
面
す
る
可
能
性

が
あ
る
問
題
な
の
で
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
う
か
た
を
悪

者
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
み
ん
な
で
見

守
ろ
う

①
ま
ず
は
あ
い
さ
つ
！

　

日
常
生
活
で
の
声
掛
け
が
地
域

か
ら
の
孤
立
を
防
ぎ
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」

の
あ
い
さ
つ
を
普
段
か
ら
行
い
、

交
流
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
「
ど
う
し
ま
し
た
か
」
の
声
掛
け

　

高
齢
者
や
介
護
し
て
い
る
か
た

が
い
つ
も
よ
り
元
気
が
な
い
場
合

は
、
声
を
掛
け
る
こ
と
で
高
齢
者

や
家
族
の
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を

し
、
普
段
か
ら
相
談
し
や
す
い
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

③
虐
待
か
な
？
を
見
逃
さ
な
い

　

虐
待
に
つ
な
が
る
小
さ
な
サ
イ

ン
は
外
か
ら
で
も
確
認
で
き
ま

す
。
小
さ
な
気
付
き
が
虐
待
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

以
下
の
よ
う
な
例
（
例
参
照
）

は
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
、
ま
た

は
虐
待
で
な
く
と
も
支
援
が
必
要

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し

い
と
感
じ
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
し
た
こ
と
が
誰
か
に
知
ら
れ

た
り
し
な
い
か
…

　

守
秘
義
務
に
よ
り
誰
が
連
絡
・

通
報
し
た
か
が
周
囲
に
漏
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
を
受
け

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
高
齢
者
、

虐
待
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
家

族
を
早
期
に
支
援
す
る
た
め
に
も

た
め
ら
わ
ず
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
、

虐
待
を
し
て
い
る
か
た
両
方
が
、

支
援
の
手
を
必
要
と
し
て
助
け
を

求
め
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
地

域
で
高
齢
者
の
か
た
が
い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高齢者虐待とは（図1）

こうような行為は高齢者虐待にあたります

例

●あざや傷があるのに理由を聞いても
　はっきりしない
●家から怒鳴り声や泣き声が聞こえた
　り、大きな物音がする
●高齢者の服が汚れていたり、お風呂
　に入っている様子がない
●家族が介護でとても疲れていたり、
　高齢者の悪口を言っている
●最近、高齢者の姿を見かけなくなっ
　た
●昼間でも雨戸が閉まっている
●最近、顔色も悪く、やせてきた気が
　する
●家族がいるのに、いつもコンビニな
　どで一人分の弁当を買っている

心理的虐待
●意図的に無視をする
●怒鳴る、ののしる、悪口を
　いう、こども扱いをする

ネグレクト（介護・世
話の放棄、放任）
●入浴させない、食事を与え
　ない
●介護サービスなどを使わせ
　ない

身体的虐待
●殴る、蹴るなどの暴力を加
　える
●ベッドなどに縛りつける

性的虐待
●キスやセックスの強要
●懲罰的に下半身を裸にして
　放置するなど

経済的虐待
●日常生活に必要な金銭を渡
　さない、使わせない
●年金や預貯金を本人の意思
　・利益に反して使用する

地域で見守り、
みんなで防ごう
高齢者虐待
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平成24年7月１日

市有地売却のお知らせ
　市が保有する土地を一般競争入札により売却します。
　購入を希望されるかたは必ず現地を確認の上、申し込んでください。

総務課契約管財係　  �１１２２

 売払物件

　下記の物件表記載のとおり

 入札参加申込書の配布

　市ホームページ（http://www.city.toba.mie.jp/keiyaku/siyuuti.html）の「市有地売払い」のページか
らダウンロードできます。また、市役所本庁舎 2 階・総務課契約管財係でも配布いたします。

 入札参加申込み

　１．受付期間　７月９日（月）～ 20 日（金）（土曜・日曜日、祝日は除く）
　２．受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（正午～午後 1 時を除く）
　３．受付場所　市役所本庁舎 2 階・総務課契約管財係へ持参してください。
　　　　　　　　（郵送、ファクス、電子メールでの申し込みはできません）

 入札日時および場所

　１．入札日時　７月 24 日（火）午前 10 時
　２．入札受付　9 時 30 分～ 55 分、総務課契約管財係で入札参加の受付を行います。
　　　　　　　　入札保証金の納付など、受付時間内に必ず受付を済ませてください。
　３．入札場所　市役所本庁舎 2 階・総務課会議室

 その他詳細

　入札に参加を希望されるかたは、市ホームページの「市有地売払い」ページより『一般競争入札による市
有地売払いのご案内』をご覧ください。この案内書には、売払物件の詳細や入札の参加方法などについての
重要事項が記載されています。希望する物件がありましたら、物件調書および現地で確認していただき、案
内書に記載されている内容を理解の上申し込んでください。

 物件情報

物件番号：1 物件番号：2

予定価格（最低売却価格）:　　2,435,000 円 予定価格（最低売却価格）:　　8,683,200 円

所在地 鳥羽市桃取町字南世古 287 番 1 所在地 鳥羽市安楽島町字靭谷 1200 番 75

地　目 宅地 地　目 宅地

地　積 304.46 ㎡ 地　積 327.07 ㎡

法令等に
基づく制限

都市計画区域 都市計画区域外

法令等に
基づく制限

都市計画区域 都市計画区域内

用途地域 ― 用途地域 風致地区

建ぺい率 ― 建ぺい率 40%

容積率 ― 容積率 200%
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広報　とば

物件番号：1
本土と離島を結ぶ市営定期船乗り場へも近く、市道に面した間口の広い物件

物件番号：2
鳥羽湾が見下ろせる海抜３６ｍ超の高台。さわやかな風が吹きぬけ日当たりの良い閑静な場所

物件番号：1

物件番号：2

かんぽの宿	鳥羽

八幡神社桃取コミュニティセンター

市立桃取診療所
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平成24年7月１日

公売のお知らせ
不動産を公売します

市では、市税などの滞納処分のため差し押さえた財産（不動産）を公売します。
買い受けを希望されるかたは、ぜひ入札に参加してください。

税務課特別滞納整理係　  �１１３６

所在　鳥羽市答志町字大畑
地番　906 番 1
地目　雑種地
面積　306.00 ㎡

以上登記簿による表示

見積価額　3,800,000 円
公売保証金　380,000 円

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
入
札
方
式
で
公
売
を
行
い
ま
す
。

公
売
財
産　

公
売
財
産
Ｆ

－

２
の
と
お
り

見
積
価
額
・
公
売
保
証
金　

公
売
財
産
Ｆ

－

２
の
と
お
り

公
売
方
法

　

入
札
方
式
（
最
も
高
い
値
段
で
入
札
さ
れ
た
か
た
を
買
い
受

　

け
人
と
し
ま
す
）

と
こ
ろ

　

市
民
文
化
会
館
３
階
・
中
会
議
室
（
鳥
羽
三
丁
目
８
番
３
号
）

　

※
昨
年
ま
で
と
入
札
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

と　

き

　

７
月
24
日
㈫

　

●
入
札　

午
前
10
時
10
分
～
10
時
25
分

　

●
開
札　

午
前
10
時
30
分

売
却
決
定

　

７
月
31
日
㈫
午
前
10
時

買
受
代
金
納
付
期
限

　

７
月
31
日
㈫
午
前
11
時

必
要
な
も
の

　

入
札
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、入
札
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

公
売
日
前
日
ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
連
絡
所
で
、
入
札
書

　

と
公
売
の
説
明
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　

♦
公
売
に
関
す
る
説
明
を
公
売
当
日
午
前
10
時
か
ら
公
売
場

　
　

所
で
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
午
前
10
時
ま
で
に
お
越
し
く

　
　

だ
さ
い
。

　

♦
公
売
財
産
は
、
そ
の
現
況
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て

　
　

入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

　

♦
公
売
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

　
　

加
さ
れ
る
か
た
は
、「
公
売
日
の
前
日
」
に
電
話
で
確
認

　
　

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

公売財産Ｆ－２

公売財産Ｆ－２
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広報　とば

障がい福祉シリーズ

トバ！トバ！トバ！

とばチャレンジ！！とばチャレンジ！！とばチャレンジ！！

トライ　バリアフリー

～その10～

健康福祉課高齢・障害係
�１１８３

こ
の
度
、
市
の
障
が
い
者
支
援

の
基
本
的
方
向
性
と
具
体
的
な
取

り
組
み
を
定
め
た
「
鳥
羽
市
障
が

い
福
祉
計
画
・
鳥
羽
市
障
が
い
者

福
祉
計
画
（
第
３
期
）」
を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
具
体

的
に
取
り
組
む
障
害
福
祉
施
策
を

定
め
た
も
の
で
、
市
民
・
当
事
者
・

関
係
団
体
・
事
業
所
な
ど
と
連
携

し
て
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
計
画

の
重
点
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
計
画
と
障
が
い
者

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

【1】
相
談
支
援
・
権
利
擁
護
の
拠
点

と
な
る
基
幹
的
な
セ
ン
タ
ー
の
設

置
障
が
い
者
や
障
が
い
児
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
え
る
「
一
次
相

談
」、
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用

や
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

う
「
計
画
相
談
」「
障
が
い
児
相

談
支
援
」、
福
祉
施
設
や
精
神
科

病
院
か
ら
の
地
域
移
行
を
支
援
す

る
「
地
域
相
談
支
援
」
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
権
利
擁

護
支
援
や
虐
待
防
止
を
的
確
に
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
拠
点
と
な
る

基
幹
的
な
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

【2】
障
が
い
児
の
療
育
と
発
達
支
援

の
取
り
組
み
の
充
実

と
ば
っ
子
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
ぷ
！
」
や
、
障
が
い
児
へ

の
療
育
・
訓
練
な
ど
を
行
う
事
業

所
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、
乳
幼

児
期
か
ら
学
齢
期
、
青
年
期
へ
の

継
続
的
な
支
援
の
し
く
み
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い

や
発
達
に
つ
ま
づ
き
の
あ
る
こ
ど

も
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

専
門
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【3】
多
様
な
就
労
や
余
暇
活
動
に
関

す
る
支
援
の
充
実

障
が
い
者
の
就
労
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
捉
え
、
情
報
提
供
を
充
実

し
て
い
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者

と
事
業
者
が
相
互
に
理
解
を
深
め

る
た
め
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
鳥
羽
の
資
源
を
活
か
し

た
仕
事
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
農
業
・
水
産
業
・
観
光
・

環
境
・
福
祉
な
ど
の
分
野
に
焦
点

を
当
て
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。さ

ら
に
、
多
様
な
余
暇
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど

を
通
じ
て
機
会
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。

【4】
災
害
時
の
支
援
の
し
く
み
と
地

域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

自
力
で
の
移
動
や
、
情
報
の
取

得
・
理
解
な
ど
が
困
難
な
障
が
い

者
を
含
め
、
避
難
に
支
援
が
必
要

な
か
た
を
支
え
る
た
め
の
し
く
み

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
い

ざ
と
い
う
時
に
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
幅
広
い
市
民
の
理
解
と

日
常
的
な
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
災

害
時
に
誰
も
が
安
全
に
避
難
で
き

る
た
め
の
準
備
を
進
め
、
障
が
い

の
あ
る
か
た
も
な
い
か
た
も
共
に

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
い
で

い
き
ま
す
。

【5】
地
域
の
自
立
生
活
を
す
す
め
る

た
め
の
し
く
み
づ
く
り

施
設
や
病
院
か
ら
地
域
へ
の
移

行
を
進
め
る
と
と
も
に
、
親
元
か

ら
の
自
立
や
、
将
来
的
な
生
活
を

支
え
て
い
く
た
め
に
、
地
域
で
生

活
で
き
る
住
ま
い
と
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
力
を
合
わ
せ
て
支
援
す

る
し
く
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
回
策
定
し
た
計
画
は
、
当
事

者
や
家
族
、
支
援
者
な
ど
で
構
成

す
る
「
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」

で
、
約
一
年
間
か
け
て
議
論
し
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
と
大
き
く
違

う
と
こ
ろ
は
、「
み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
実
行
す
る
」
と
い
う
こ

と
を
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
地
域
全
体

で
「
障
が
い
福
祉
」
の
あ
り
方
を

充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、自
立
支
援
協
議
会
で
は
、

こ
の
計
画
を
元
に
、
よ
り
具
体
的

な
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
で
ア
イ

デ
ア
や
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
少
し
で
も
可
能
性
の
あ
る
も

の
を
探
っ
て
い
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
月
二
回
の
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
障
が
い
福
祉
に
興
味

の
あ
る
か
た
は
、
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

―

ち
ょ
こ
っ
と
コ
ラ
ム
―

「
計
画
と
自
立
支
援
協
議
会
」
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せ
ん
せ
い
の
国
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

答
志
島
の
漂
着
ご
み
を
な
く
そ
う
！

て
る
て
る
ぼ
う
ず
が
お
出
迎
え

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

市立弘道小学校の体育館で６月３日、
ロータリークラブや市国際交流協会など
が共催で「第９回インターナショナルだ
よ鳥羽の子ども達」を開催。市内小学校
と保育所の児童35人が参加し、アメリカ、
インド、メキシコなど７か国からのＡＬ
Ｔのみなさんや市内在住の中国のみなさ
んたちと交流を深めました。
「国際力を養い、世界に通じる人に育っ

てほしい」との願いが込められたこのイ
ベントで、こどもたちは屈託のない笑顔
で外国人のみなさんと触れ合い、いろん
な国の言葉や文化について楽しく学んで
いました。

東海３県の環境団体などがつくる「22
世紀奈佐の浜プロジェクト委員会」は６
月９日、答志島奈佐の浜で海岸清掃を行
いました。

伊勢湾の漂着ごみは年間約11,000トン
あり、そのうち約3,000トンが答志島周
辺に流れ着くといわれています。この日、

「答志島の漂着ごみの実態を知ってもら
い、みなさんにできることを考えてもら
えれば」との想いで参加した東海３県か
らのボランティア300人は、約1.5トンの漂
着ごみを拾い、奈佐の浜はあっという間
にきれいな海岸に戻りました。

鳥羽一丁目の鳥羽マリンターミナルで
６月16日、鳥羽マリンフェスタ「天気に
なーれ　てるてる市」があり、地元の農林
水産物や加工品の販売が行われました。

また、この日のために市内保育所の児
童が手作りしたてるてるぼうず約４００
体が展示された会場では、安楽島保育所
児童の踊りや久

く

葵
き

連
れ ん

によるよさこいの発
表なども行われ、大勢の来場者で盛り上
がりました。

市障害者互助会は６月３日、市立鳥羽
小学校の体育館で体育祭を開催しました。

このイベントは、市内在住の障がいを
もつかたがスポーツを通じて地域のかた
との交流を図ることを目的として毎年行
われており、今年も約 80 人のかたが参
加しました。

参加者はボランティアのサポートを受
けながら、玉入れやバケツリレー、パン
食い競争など、全 12 種目の競技を楽し
み、会場からは「がんばれー」の声援が
送られていました。
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広報　とば

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
口
が
少
な
く
な
れ
ば
、
当
然

国
内
の
購
買
力
が
落
ち
て
き
ま
す

し
、
少
な
く
な
る
過
程
に
お
い
て

若
い
働
き
手
と
し
て
支
え
る
人
た

ち
に
比
べ
、
支
え
ら
れ
る
人
々
が

多
く
な
る
と
い
う
厳
し
さ
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
世
界
一
の

借
金
国
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
膨
大
な
借
金
を
、
人
口
の
少

な
く
な
っ
た
国
民
に
負
わ
せ
れ
ば

返
せ
な
く
な
る
と
い
う
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

国
を
あ
げ
て
、
少
子
化
を
防
ご
う

と
い
う
動
き
が
あ
る
わ
け
で
す
。

民
主
党
政
権
と
な
っ
た
と
き
、

高
速
道
路
は
無
料
に
な
る
だ
ろ

う
、
ガ
ソ
リ
ン
の
値
は
下
が
る
だ

ろ
う
、
な
ど
と
多
く
の
期
待
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
実
現
し
に
く
い
も
の

で
あ
っ
た
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

大
き
な
目
玉
の
一
つ
で
あ
っ
た
人

口
減
少
対
策
の
要
で
あ
る
子
育
て

支
援
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
実
行

し
て
も
ら
い
た
い
、
あ
る
い
は
拡

充
し
て
も
ら
い
た
い
と
わ
た
し
は

考
え
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
題

名
を
き
っ
か
け
に
、
普
段
わ
た
し

が
考
え
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
発
言

を
し
て
い
る
話
題
に
つ
い
て
、
述

べ
て
み
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
で
市
民
が
幸
せ
に

な
る
施
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
一

般
質
問
が
、
鳥
羽
市
議
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、

人
口
減
と
少
子
化
に
悩
む
市
で
は

何
と
か
こ
の
問
題
に
対
処
し
よ
う

と
努
力
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
思
っ
た
よ
う
に
は
効
果
が

出
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
ま
る
で
発
想

を
転
換
で
き
る
か
の
よ
う
な
今
回

の
一
般
質
問
に
わ
た
し
は
注
目
し

ま
し
た
。

日
本
の
人
口
は
関
ケ
原
の
戦
い

が
あ
っ
た
西
暦
１
６
０
０
年
頃
に

は
約
１
２
０
０
万
人
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
４
０
０

年
の
間
に
10
倍
に
な
っ
た
わ
け
で

す
が
、
近
年
で
は
そ
の
増
え
つ
づ

け
る
人
的
パ
ワ
ー
を
利
用
し
て
日

本
の
国
は
大
い
に
国
力
を
増
や
し

て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
逆

に
人
口
が
減
少
し
て
い
く
と
き
に

は
国
力
が
弱
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
も
そ
も

人
口
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
悪

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
や
資
源
を
豊
か
に
、
ゆ
っ
た

り
と
利
用
で
き
る
わ
け
で
す
。

そ
の
典
型
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
代
表

さ
れ
る
自
然
豊
か
な
国
々
で
し
ょ

う
。
日
本
の
人
口
密
度
は
３
３
６

人
で
世
界
で
高
い
方
か
ら
34
番
目

で
す
。
い
わ
ゆ
る
先
進
国
と
言
わ

れ
る
国
々
で
日
本
よ
り
人
口
密
度

の
高
い
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
15
・
８

人
の
少
な
さ
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
い
た
っ
て
は
２
・
８
人

で
す
。
日
本
の
人
た
ち
は
こ
れ
ら

の
国
へ
旅
行
に
出
か
け
て
、
と
て

も
良
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
、
大

い
に
満
足
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
自
分
の
国
の
人
口
が
減
っ

て
ゆ
く
こ
と
に
は
納
得
で
き
な
い

vol.79

人口減少社会を迎えて

「
人
権
連
続
講
座
報
告
」

６
月
２
日
、
鳥
羽
商
工
会
議
所

か
も
め
ホ
ー
ル
に
て
、
公
益
財
団

法
人
反
差
別･

人
権
研
究
所
み
え

所
属
の
松
村
元
樹
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
人
権
連
続
講
座
「
今
日
の

部
落
問
題
の
現
状
と
忌
避
意
識
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
は
、「
同
和
地
区
出
身
者

と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
人
を
指

す
の
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
を
皮

切
り
に
、
松
村
さ
ん
ご
自
身
が
感

じ
ら
れ
た「
言
葉
の
ひ
っ
か
か
り
」

や
、
体
験
談
、
人
権
問
題
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
な
ど
を
基
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
松
村
さ
ん
の
問

い
か
け
る
質
問
は
、
未
だ
根
強
く

残
る
部
落
問
題
の
現
状
と
忌
避
意

識
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
る
内
容
で
、
大
変
有
意
義
な
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
講
座
終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
意
見
・
感

想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
松
村
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
自

分
の
考
え
を
見
つ
め
直
す
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身

も
部
落
差
別
の
基
準
が
分
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
一
体
、
人
々
は

何
を
基
準
と
し
て
い
る
の
か
、

も
っ
と
深
く
考
え
る
べ
き
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。

◦
忌
避
意
識
は
自
分
の
中
に
も
あ

る
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
正

し
い
認
識
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

は
だ
め
だ
、
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

◦
差
別
と
は
、
無
知
や
偏
見
で
な

く
、
世
間
の
見
方
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

市
民
課
で
は
、
今
後
も
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

講
演
会
や
啓
発
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

vol.120
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「
冊
子『
鳥
羽
市
の
文
化
財
』を

刊
行
し
ま
し
た
！
」

市
に
は
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
そ

の
中
で
特
に
重
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、｢

指
定
文
化
財｣

と
し
て

指
定
し
、
保
護
し
て
い
く
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

指
定
文

化
財
は
そ

の
重
要
度

に
応
じ

て
、「
市
」

「
県
」「
国
」

の
３
つ
に

格
付
け
さ

れ
て
い

て
、
国
の

中
で
も
特

に
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
市
内

に
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、｢

国

宝｣

と
な
り
ま
す
。

現
在
、
国
指
定
は
７
件
、
県
指

定
は
13
件
、市
指
定
は
52
件
あ
り
、

そ
の
他
に
も
別
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
５
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
市
内
の

指
定
文
化
財
を
紹
介
す
る
冊
子
が

な
か
っ
た
た
め
、
教
育
委
員
会
で

は
市
の
指
定
文
化
財
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
、
記
録
作
成
を
講
ず

べ
き
文
化
財
も
含
め
て
ま
と
め
た

冊
子
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
し

ま
し
た
。
冊
子
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

で
55
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
、
市

内
の
各
機
関
に
配
布
し
た
ほ
か
、

図
書
館
や
教
育
委
員
会
で
１
冊

５
０
０
円
に
て
頒
布
も
行
っ
て
い

ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
民
課
・
税

務
課
・
観
光
課
・
図
書
館
・
教
育

委
員
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
指
定
さ
れ
て
い
な
い
文

化
財
で
も
貴
重
な
も
の
は
た
く
さ

ん
市
内
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
で

は
今
後
も
調
査
活
動
と
保
護
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

教育委員会生涯学習課
　�１２６８

vol.38

こ
ん
な
う
ま
い
話
に
ご
用
心
！

～
投
資
勧
誘
～

「
値
上
が
り
確
実
」「
必
ず
儲
か

る
」
な
ど
と
強
調
し
て
投
資
や
出

資
を
勧
誘
す
る
商
法
で
す
。

「
金
融
機
関
に
預
け
て
い
て
も

金
利
が
低
い
の
で
何
と
か
し
た

い
」「
こ
の
先
、
年
金
だ
け
で
暮

ら
せ
る
の
か
心
配
だ
」
な
ど
の
心

理
を
巧
み
に
つ
き
、
未
公
開
株
・

社
債
・
事
業
へ
の
投
資
話
な
ど
、

日
ご
ろ
な
じ
み
の
薄
い
利
殖
話
を

進
め
ら
れ
ま
す
。

【
こ
ん
な
手
口
に
注
意
】

①
「
こ
の
株
は
上
場
確
実
。
今
買

え
ば
必
ず
儲
か
り
ま
す
！
」「
あ

と
で
必
ず
買
い
取
り
ま
す
よ
！
」

「
損
は
さ
せ
ま
せ
ん
！
」
な
ど
、

甘
い
言
葉
で
誘
い
ま
す
。

②
複
数
の
者
が
売
り
手
と
高
額
で

の
買
い
取
り
手
の
役
割
を
分
担
し

て
次
々
に
電
話
を
か
け
、
購
買
意

欲
を
あ
お
る
「
劇
場
型
」
と
呼
ば

れ
る
勧
誘
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

③
過
去
に
購
入
し
た
ま
ま
家
で

眠
っ
て
い
る
未
公
開
株
を
高
値
で

買
い
取
る
と
「
被
害
回
復
」
を
う

た
っ
て
誘
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

④
一
度
契
約
す
る
と
、未
公
開
株
・

社
債
・
フ
ァ
ン
ド
な
ど
、
次
か
ら

次
へ
と
契
約
を
迫
る
悪
質
な
事
例

も
あ
り
ま
す
。

※
リ
ス
ク
も
な
く
、
資
産
を
大
き

く
増
や
せ
る
よ
う
な
う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
あ
い
ま
い
な
返
事
を
し
て
い
る

と
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま

れ
て
断
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
は
っ
き
り
と
断
り
の
意
思
を

伝
え
、
手
短
に
話
を
終
わ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

※
取
引
の
し
く
み
が
分
か
ら
な
い

も
の
に
は
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※
二
次
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

過
去
の
契
約
情
報
を
も
と
に
「
今

ま
で
の
損
を
取
り
返
せ
る
」
な
ど

と
勧
誘
す
る
業
者
の
話
は
信
じ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
事
例

農水商工課商工労政係　 �1156
鳥羽市消費生活相談室　 �1241

消費生活相談
開催日時：月・水・金
午前９時～午後４時

場所：市民文化会館３階

vol.5

冊子『鳥羽市の文化財』

鳥羽市文化財マップ
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広報　とば

絵本が好きな我が家のアイドル
はるとです♡

田中　暖
はる
人
と
　ちゃん

平成23年6月15日生まれ（松尾町）

やっとあんよが上手になって
きたよ☆

片岡　凜
りん
　ちゃん

平成23年3月15日生まれ（河内町）

お散歩大好き♡

西村　歩
あゆ
実
み
　ちゃん

平成23年2月22日生まれ（菅島町）

もかねーね♡となねーね
大好き！！

笹村　ゆな　ちゃん
平成23年5月7日生まれ（四丁目）

広報
文芸

絵
　
画

◆
野
村
　
昭
輝
　
選

KIDS
photograph

満
１
歳
に
な
る
元
気
な
お
子
さ

ん
の
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
画
像
も

可
）
に
20
文
字
以
内
の
コ
メ
ン

ト
を
添
え
て
、
広
報
情
報
係
へ

お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　koho@
city.toba.m

ie.jp

いつもニコニコ
笑顔が可愛いそうちゃん♪

木下　颯
そう
大
た
　ちゃん

平成23年4月19日生まれ（一丁目）

元気いっぱい☆毎日大暴れして
ます！！

藤原　郁
いく
　ちゃん

平成23年5月7日生まれ（安楽島町）

河原　清浩（大明西町）
（31.8㎝×40.9㎝　水彩）

　市民の森が森らしくなりました。河原さ

んは気に入りの散歩コースを何枚も描きま

した。坂を登り右に曲がると更にいい景色

が開ける、そんな気持ちにさせてくれます。

新緑に空の入れ具合がいいと思います。

田中　滋（鳥羽五丁目）
（31.8㎝×40.9㎝　水彩）

　田中さんは自分でつくった池に睡蓮を咲

かせ、理想どおりの絵を描く。いいなぁと

思います。池の色が睡蓮を引き立たせ、見

る人の目を睡蓮に集中させます。その睡蓮

が美しくいつまでも眺めていたい気分です。
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平成24年7月１日

暮らしの情報
7月1日～

お
知
ら
せ

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
夏
旅
！
企
画

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活
性
化
協
議
会
事
務
局

（
企
画
財
政
課
企
画
経
営
室
内
）

�
１
１
０
１

夏
の
フ
ェ
リ
ー
は
船
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
魅
力
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
次
の
企
画
の

ほ
か
、
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://isew
anferry.co.jp/index.

php

）
の
更
新
情
報
に
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。

企
画
①
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
ご
利
用
感
謝

ウ
ィ
ー
ク

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
伊
勢

湾
フ
ェ
リ
ー
１
日
船
長
Ｏ
Ｓ
☆
Ｕ
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
伊

勢
湾
フ
ェ
リ
ー
や
周
辺
施
設
の
利
用
特
典

付
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
す
。

と
き　

７
月
22
日
㈰
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　

鳥
羽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・

ハ
ロ
ー

※
７
月
27
日
㈮
の
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
で

も
、
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
に
て
同
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

企
画
②
愛
車
と
と
も
に
伊
勢
湾
横
断
サ
イ

ク
リ
ン
グ

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
の
自
転
車
運
送
代

を
、
先
着
２
、
０
０
０
台
限
定
で
割
り
引

き
ま
す
。
伊
勢
湾
を
渡
る
渥
美
半
島
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

７
月
14
日
㈯
～
11
月
30
日
㈮

内
容　

乗
船
＋
自
転
車
運
賃
（
往
復
）

・
大
人
４
、
５
０
０
円
→
３
、
１
０
０
円

・
小
人
３
、
１
５
０
円
→
１
、
７
５
０
円

※
鳥
羽
サ
イ
ダ
ー
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
込
先　

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

�
２
８

８
０

企
画
③
乗
船
記
ブ
ロ
グ
を
大
募
集

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
乗

船
記
の
ブ
ロ
グ
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
い

た
だ
い
た
か
た
か
ら
抽
選
で
粗
品
を
進
呈

し
ま
す
。
ま
も
な
く
募
集
を
開
始
し
ま
す

の
で
、
楽
し
い
思
い
出
を
ご
自
身
の
ブ
ロ

グ
に
書
き
つ
づ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち

で見かけた元気な
子

広報とばに掲載された
写真を差し上げます。
ご希望のかたは、総務
課広報情報係まで。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
う

か
も
め
バ
ス
停
車
休
止

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

市
営
定
期
船

荷
物
取
扱
事
務
の
休
止

水
道
課
下
水
道
係

�
１
１
６
１

市
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局

（
定
期
船
課
管
理
係
内
）

�
４
７
７
６

健
康
福
祉
課
生
活
支
援
係

�
１
１
８
１

定
期
船
課
管
理
係

�
４
７
７
６

㈶
三
重
県
下
水
道
公
社
は
、
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
実
施
し

ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

試
験
日
時　

11
月
14
日
㈬
午
後
１
時
～

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
全
国
的

に
運
動
が
行
わ
れ
、
期
間
中
に
は
こ
れ
ら

の
活
動
資
金
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
る

「
愛
の
資
金
」
の
募
金
活
動
も
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

小
中
学
生
作
品
展

と
き　

７
月
25
日
㈬
～
31
日
㈫

と
こ
ろ　

鳥
羽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・

ハ
ロ
ー

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
に
よ
り
、
午
後
６
時
以
降
は
鳥
羽
マ

リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
荷
物
取
扱
事
務
を

休
止
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と
き　

７
月
27
日
㈮
午
後
６
時
以
降

対
象　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
荷

物
取
扱
事
務
全
般

試
験
会
場　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４
階　

大
・
中
研

修
室
）

試
験
方
法　

筆
記
試
験

受
験
資
格　

試
験
の
受
験
申
込
日
現
在
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
・
施
工
に
関

し
て
２
年
以
上
の
実
務
経
験
の
あ
る
か
た

な
ど

手
数
料　

８
、
０
０
０
円

申
込
書
の
配
布
開
始　

７
月
２
日
㈪
～

申
込
期
間　

７
月
２
日
㈪
～
８
月
31
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
先　

㈶
三
重
県
下
水
道
公
社
・
排
水

設
備
担
当
（

０
５
９
８
�
２
３
３
１

http://w
w

w
.m

ie-kousha.or.jp/

）

※
昨
年
ま
で
と
申
込
先
が
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
に
よ
り
、
午
後
６
時
以
降
は
か
も
め

バ
ス
は
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
停
留
所

に
は
停
車
し
ま
せ
ん
。
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
ご
用
の
か
た
は
鳥
羽
駅
停
留
所

ま
た
は
鳥
羽
バ
ス
セ
ン
タ
ー
停
留
所
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

７
月
27
日
㈮
午
後
６
時
以
降

対
象　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
停
留
所
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7/1

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
遊
び
場
所
、
保
護

者
の
か
た
の
子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
、

幼
稚
園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
週
２
回
開
放
日
を
設
け
ま

し
た
の
で
、気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

か
も
め
幼
稚
園
（
園
庭
・
絵
本

の
部
屋
・
遊
戯
室
な
ど
）

対
象　

保
護
者
同
伴
の
お
子
さ
ん

か
も
め
幼
稚
園
へ

　

～
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
～

日
本
紅
斑
熱
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙

大
地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の

耐
震
化
を

か
ん
た
ん
！
飛
び
出
す
絵
本
作
り

か
も
め
幼
稚
園

�
２
９
２
４

伊
勢
保
健
所
地
域
保
健
課

０
５
９
６
�
５
１
４
８

選
挙
管
理
委
員
会

�
１
２
１
０

建
設
課
建
設
係

�
１
１
７
２

海
の
博
物
館

�
６
０
０
６

全
員
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

診
断
内
容　

間
取
の
確
認
、
床
下
・
天
井

裏
な
ど
の
現
地
調
査
（
２
時
間
程
度
）

診
断
料　

無
料

申
込
時
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の　

印
鑑

申
込
期
間　

随
時

◦
木
造
住
宅
耐
震
補
強
設
計
事
業
補
助

対
象
と
な
る
住
宅
は
、
市
ま
た
は
民
間

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
評
点

が
１
・
０
未
満
で
あ
っ
た
住
宅
で
す
。
補

助
の
対
象
は
、耐
震
補
強
後
の
評
点
を
１
・

０
以
上
に
す
る
補
強
計
画
の
作
成
で
す
。

補
助
金
額

耐
震
補
強
設
計
作
成
な
ど
に
係
る
費
用

の
３
分
の
２
（
限
度
額
16
万
円
）

◦
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業
補
助

対
象
と
な
る
住
宅
は
、
市
ま
た
は
民
間

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
評
点

が
１
・
０
未
満
で
あ
っ
た
住
宅
で
す
。

補
強
工
事

補
助
の
対
象
は
、
耐
震
補
強
後
の
評
点

を
１
・
０
以
上
に
す
る
工
事
で
す
。

補
助
金
額

耐
震
補
強
工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の

２
（
限
度
額
90
万
円
）

※
県
の
補
助
が
30
万
円
上
乗
せ
と
な
り
ま

す
。
別
途
、
国
の
補
助
金
も
加
算
さ
れ
ま

す
。（
補
強
工
事
費
の
11
・
５
％
）

※
補
強
工
事
と
同
時
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
う
際
、
工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の

１
（
限
度
額
20
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

簡
易
補
強
工
事

補
助
対
象
は
、
耐
震
補
強
後
の
評
点
を

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

告
示
日　

７
月
24
日
㈫

投
票
日　

８
月
２
日
㈭

　
　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

投
票
で
き
る
か
た　

漁
業
従
事
者
本
人
の

申
請
に
基
づ
い
て
平
成
23
年
12
月
５
日
現

在
で
作
成
さ
れ
た
三
重
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
か
た

市
で
は
、住
ま
い
の
安
全
確
保
の
た
め
、

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震

補
強
工
事
に
か
か
る
費
用
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

◦
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

対
象
と
な
る
住
宅
は
、
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
３
階
建
以
下
の

木
造
住
宅
で
す
。

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
が
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
要
件

で
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・
プ
レ
ハ
ブ
工
法
な
ど

は
、
対
象
外
で
す
。

※
居
住
者
と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
所

有
者
、
共
同
住
宅
な
ど
の
場
合
は
居
住
者

海
の
生
き
も
の
た
ち
が
飛
び
出
し
て
く

る
仕
掛
け
絵
本
を
作
り
ま
す
。
小
さ
な
こ

ど
も
さ
ん
も
簡
単
に
で
き
る
体
験
教
室
で

す
。

と
き　

７
月
15
日
㈰
、
16
日
㈪
、
８
月
9

日
㈭
、
10
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

海
の
博
物
館

参
加
費　

１
０
０
円
（
予
約
不
要
）

０
・
７
以
上
１
・
０
未
満
に
す
る
工
事
で
す
。

補
助
金
額

耐
震
補
強
工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の

２
（
限
度
額
30
万
円
）

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

申
込
先　

建
設
課
建
設
係

「
日
本
紅
斑
熱
」
と
は
、
野
山
に
生
息

し
て
い
る
「
リ
ケ
ッ
チ
ア
」
と
い
う
病
原

体
を
も
っ
て
い
る
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
る
こ
と

で
感
染
す
る
病
気
で
す
。
春
か
ら
秋
に
か

け
て
感
染
し
、
２
～
８
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
、
体
の
だ
る
さ
や
高
熱
（
39
～
40

度
以
上
）、
発
疹
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
出
た
ら
、
直
ち
に
医

療
機
関
で
診
察
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

速
や
か
に
治
療
し
な
い
と
、
命
に
関
わ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
人
か
ら

人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
す
る
に
は
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

野
山
に
入
る
と
き
の
注
意

◦
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン

や
手
袋
な
ど
を
着
用
す
る

◦
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
し
な
い

◦
ダ
ニ
の
忌
避
剤
を
使
用
す
る

◦
野
山
に
入
っ
た
後
は
入
浴
し
、
体
に
つ

い
た
ダ
ニ
を
落
と
す

◦
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
指
で

つ
ぶ
さ
ず
、
頭
部
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
で

つ
ま
ん
で
慎
重
に
取
り
除
く
か
、
医
療
機

関
で
取
っ
て
も
ら
う
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平成24年7月１日

7/1
サ
イ
テ
ク
ラ
ン
ド
in
鳥
羽
商
船

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校

�
８
４
０
２

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
で
は
、
公
開

講
座
「
サ
イ
テ
ク
ラ
ン
ド
in
鳥
羽
商
船
」

を
実
施
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学

校
総
務
課
企
画
室
へ

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
～
９
日
㈪

講座名称 受講対象者 募集人員 開催日時

手作り太陽電池 中学生 ８人 ８月 ６日（月）９：30～16：00
８月 ７日（火）９：30～12：00

LEGOで自動走行
ロボットを作ろう 中学生 20人 ８月 ９日（木）９：30～15：30

Wiiリモコンでゲーム
プログラミング 中学生 20人 ８月10日（金）９：30～15：30

NC工作機械で
キーホルダーを作ろう 小学５～６年生 15人 ８月21日（火）９：00～16：00

おもしろ理科実験 中学生 20人 ８月22日（水）10：00～15：00
君が船長　船でGo! 小学４～６年生 20人 ８月23日（木）９：00～16：00

保
険
料
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の
納

付
を
全
額
免
除
、
ま
た
は
一
部
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
本
人

の
ほ
か
配
偶
者
や
世
帯
主
な
ど
の
前
年
所

得
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
基
準
を
超
え

て
い
て
も
失
業
な
ど
の
理
由
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
が
認
め
ら
れ
る
と
、
一

定
の
割
合
で
将
来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
免
除
期
間
は
、
納
付
し
た
期
間

と
同
様
に
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
必
要

な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
一
部
納
付
の
場
合
は
、
保
険

料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
一
部
納
付
が
無
効

（
未
納
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る
と

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
30
歳
未
満
の
か
た
に
は
、

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、
学
生
の
か
た

に
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。

申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
、

保
険
料
免
除
の
期
間
は
、
申
請
し
た
年
度

の
７
月
か
ら
翌
年
度
の
６
月
ま
で
で
す
。

『
平
成
23
年
７
月
～
平
成
24
年
６
月
の
免

除
申
請
の
受
付
は
７
月
末
ま
で
』
で
す
。

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、
申
請
し
た
年

度
（
４
月
～
３
月
）
で
、
申
請
期
間
は
、

翌
年
度
の
４
月
ま
で
で
す
。

支
払
い
が
困
難
な
と
き
は
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
市
民
課
保
険
年
金
係
か
伊
勢
年

金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こくみんねんきん

シリーズ

vol.１

国民年金の保険料の
支払いが困難なときは

～平成23年７月から平成24年
６月までの保険料免除申請の
受付期限は７月末まで～

市民課保険年金係
�１１４８

伊勢年金事務所
０５９６�３６０１

保険料免除等と年金給付の関係
納付 全額免除 一部納付 若年者納付猶予

学生納付特例 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に参入
されるか？）

◦
されます

◦
されます

△
されます

◦
されます

×
されません

老
齢
基
礎
年
金

受給資格期間に算
入されるか？

◦
されます

◦
されます

△
されます

◦
されます

×
されません

年金額に反映され
るか？

◦
されます

◦
※3分の1
されます

△
※3分の1と一部納付
保険料分されます

×
されません

×
されません

※H21年3月までは3分の1、H21年4月からH24年3月までは2分の1、H24年4月からは3分の1（未確定）が年金額に反映されます。
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広報　とば

7/1 橋本りょう（オス・４歳）

菅
島
灯
台
一
般
公
開

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
料
理
教
室

鳥
羽
ま
ち
な
み
水
族
館

農
薬
を
使
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
へ

鳥
羽
海
上
保
安
部
交
通
課

�
２
３
０
３

健
康
福
祉
課
健
康
係

�
１
１
４
６

鳥
羽
ま
ち
な
み
水
族
館

水
谷	

０
９
０
ー
２
５
７
３
ー
０
０
６
２

三
重
県
農
林
水
産
部
農
産
物
安
全
課

０
５
９
ー
２
２
４
ー
２
５
４
３

鳥
羽
海
上
保
安
部
で
は
、
し
ろ
ん
ご
祭

り
に
あ
わ
せ
て
菅
島
灯
台
を
一
般
公
開
し

ま
す
。

と
き　

７
月
７
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

菅
島
町
１
２
２
番
地　

菅
島
灯

台公
開
内
容　

灯
台
内
部
の
公
開
（
灯
器
の

見
学
や
踊
り
場
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

交
通
手
段　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
市
営
定
期
船
菅
島
行
き
に
乗
船
し
て
く

だ
さ
い
。
乗
船
時
間
は
約
20
分
で
、
菅

島
港
か
ら
徒
歩
20
～
30
分
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

入
場
料　

無
料

※
付
近
に
ト
イ
レ
・
給
水
設
備
は
あ
り
ま

せ
ん
。

農
薬
の
使
用
に
際
し
て
は
ラ
ベ
ル
に
あ

る
使
用
基
準
お
よ
び
注
意
事
項
に
十
分
留

意
の
上
、
散
布
対
象
外
へ
の
飛
散
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
住
宅
地
付
近
で
農
薬
を
使
用
す
る

場
合
は
、
事
前
に
近
隣
の
か
た
が
た
に
農

薬
を
使
用
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、

事
故
な
ど
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
使
用
す
る
分
だ
け
を
購
入
・
調

整
す
る
よ
う
に
し
、
余
っ
た
農
薬
は
県
や

市
町
に
確
認
し
、
適
切
に
処
分
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

開
催
期
間　

７
月
19
日
㈭
～
８
月
31
日
㈮

と
こ
ろ　

鳥
羽
駅
周
辺
、鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
鳥
羽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
み

な
と
ま
ち
文
学
館

内
容　

市
内
の
各
小
中
学
生
が
流
木
ゴ
ミ

を
使
用
し
環
境
問
題
を
考
え
た
り
、
紙
粘

土
で
魚
を
作
り
、
鳥
羽
に
来
て
く
れ
る
か

た
が
た
に
お
も
て
な
し
の
心
を
表
し
た
展

示
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
も

鳥
羽
駅
周
辺
で
こ
ど
も
た
ち
の
展
示
物
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
で
は
、

親
子
で
食
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
31
日
㈫

教
室
開
始　

午
前
10
時
～
（
受
付
開
始　

午
前
９
時
半
～
）

終
了
予
定　

午
後
１
時
半
ご
ろ

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

対
象
者　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　

調
理
実
習
な
ど

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
こ
ど
も

用
ス
リ
ッ
パ

参
加
費　

１
人
２
０
０
円

募
集
組
数　

12
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

７
月
27
日
㈮

申
込
先　

健
康
福
祉
課
健
康
係

幼
児
食
は
じ
ま
り
講
座

手
づ
く
り
風
鈴
教
室

健
康
福
祉
課
健
康
係

�
１
１
４
６

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
理
事
務
所

�
４
８
０
０

市
で
は
、
離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
の
移

行
期
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、

幼
児
食
の
進
め
か
た
や
幼
児
食
の
紹
介
、

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

１
歳
～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
保

護
者

と
き　

７
月
17
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容　

幼
児
食
の
進
め
か
た
に
つ
い
て
の

話
、
幼
児
食
の
紹
介
・
試
食
、
相
談

※
幼
児
食
に
つ
い
て
の
お
話
し
の
間
、
お

子
さ
ん
は
託
児
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

持
ち
物　

お
子
さ
ん
の
託
児
に
必
要
な
も

の募
集
組
数　

10
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

７
月
12
日
㈭

申
込
先　

健
康
福
祉
課
健
康
係

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
幼
児

か
ら
小
学
生
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
手
づ

く
り
風
鈴
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

と
き　

７
月
21
日
㈯
と
25
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
零
時
30
分

と
こ
ろ　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
会

議
室

内
容　

紙
粘
土
で
好
き
な
形
を
作
っ
て
色

を
塗
り
、手
づ
く
り
風
鈴
を
作
製
し
ま
す
。

７
月
21
日
㈯
に
作
製
し
乾
燥
さ
せ
、
７
月

25
日
㈬
に
色
付
け
を
行
い
、
完
成
さ
せ
ま

す
。
作
品
は
、
７
月
25
日
㈬
～
８
月
31
日

㈮
の
間
、
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て

展
示
し
ま
す
。

参
加
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

※
親
子
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

参
加
費　

無
料

協
力　

鳥
羽
ま
ち
な
み
水
族
館
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平成24年7月１日

7/1
鯨
み
こ
し
を
担
い
で
み
ま
せ
ん
か

大
型
客
船
『
飛
鳥
Ⅱ
』

市
民
船
内
見
学
会

志
摩
広
域
行
政
組
合
職
員

相
差
天
王
く
じ
ら
祭
り
実
行
委
員
会

�
６
６
６
０

市
観
光
協
会

�
３
０
１
９

志
摩
広
域
行
政
組
合
事
務
局

０
５
９
９
�
２
１
１
２

相
差
天
王
く
じ
ら
祭
り
実
行
委
員
会
で

は
、
７
月
14
日
㈯
に
行
わ
れ
る
第
24
回
相

差
天
王
く
じ
ら
祭
り
の
「
大
鯨
み
こ
し
」

を
担
い
で
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
男
女

申
込
期
限　

７
月
６
日
㈮

申
込
先　

相
差
町
内
会
へ
電
話
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
（

oosatu@
am

igo.ne.jp

）

に
て
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
才
庭
寮
お
よ
び
と

も
や
ま
苑
・
志
摩
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
通
勤

可
能
な
か
た

試
験
手
続
き

◦
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
は
、
志
摩
広

域
行
政
組
合
各
施
設
（
花
園
寮
、才
庭
寮
、

と
も
や
ま
苑
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。
郵
送

希
望
者
は
封
筒
（
角
２
号　

縦
３
３
０
㎜

横
２
４
０
㎜
）
に
住
所
、氏
名
を
記
入
し
、

１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
を

同
封
し
志
摩
広
域
行
政
組
合
事
務
局
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
験
申
込
書
（
組
合
用
お
よ
び
三
重
県

市
町
等
職
員
採
用
選
考
試
験
用
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
持

参
ま
た
は
郵
送
（
受
付
期
限
必
着
）
に
よ

り
志
摩
広
域
行
政
組
合
（
〒
517

－

0502
志

摩
市
阿
児
町
神
明
１
５
３
７

－

１
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
の
日
時
と
場
所

▽
一
次
試
験
（
教
養
試
験
）

と
き　

９
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

（
受
付　

午
前
９
時
10
分
～
40
分
）

と
こ
ろ　

県
立
松
阪
工
業
高
等
学
校

▽
二
次
試
験

　

日
時
お
よ
び
会
場
に
つ
い
て
は
、
一
次

試
験
合
格
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

志
摩
広
域
行
政
組
合
で
は
、
次
の
と
お

り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▽
事
務
職
員　

１
人
程
度

▽
介
護
職
員　

２
人
程
度

受
験
資
格

▽
事
務
職
員

◦
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

◦
宿
直
、
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日

な
ど
に
勤
務
可
能
な
か
た

▽
介
護
職
員

◦
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

◦
夜
勤
、
宿
直
、
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び

祝
祭
日
な
ど
に
勤
務
可
能
な
か
た

◦
介
護
福
祉
士
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上

▽
全
職
種
共
通
要
件

◦
公
務
員
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
か

た◦
志
摩
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
園
寮
・
志
摩

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所

志
摩
衛
生
指
導
課

０
５
９
９
�
５
１
１
１

と
き　

10
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え
（
津

市
北
河
路
町
）、
三
重
県
熊
野
庁
舎
（
熊

野
市
井
戸
町
）

受
験
資
格

調
理
師　

中
学
校
卒
業
者
で
、
２
年
以
上

の
調
理
業
務
従
事
経
験
が
あ
る
か
た

製
菓
衛
生
師　

中
学
校
卒
業
者
で
、
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
製
菓
衛
生
師
養
成

施
設
に
お
い
て
１
年
以
上
製
菓
衛
生
師
と

し
て
必
要
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
修
得
し

た
か
た
お
よ
び
２
年
以
上
菓
子
製
造
業
に

従
事
し
た
か
た

願
書
受
付
期
間　

調
理
師
…
８
月
１
日
㈬

～
10
日
㈮
、
製
菓
衛
生
師
…
８
月
13
日
㈪

～
21
日
㈫
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

願
書
提
出
場
所　

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所

志
摩
衛
生
指
導
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
不
可
）

８
月
18
日
㈯
に
鳥
羽
湾
へ
大
型
客
船

「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
入
港
を
予
定
し
、
次
の
と

お
り
船
内
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
参

加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

と
き　

８
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３

時と
こ
ろ　

鳥
羽
湾
に
停
泊
中
の「
飛
鳥
Ⅱ
」

船
内

参
加
料　

無
料

対
象
者　

鳥
羽
市
民
の
か
た
（
中
学
生
以

下
の
か
た
だ
け
で
の
参
加
は
不
可
）

募
集
人
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
電
話

番
号
、
応
募
者
全
員
の
氏
名
、
生
年
月
日

と
「
飛
鳥
Ⅱ
見
学
希
望
」
と
記
入
の
上
、

市
観
光
協
会
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
17
日
㈫
（
当
日
必
着
）

申
込
先　

市
観
光
協
会
（
〒
517

－

0022
鳥

羽
市
大
明
東
町
１

－

７
）

ま
た
出
航
時
に
は
、
鳥
羽
に
寄
港
す
る

大
型
客
船
を
赤
い
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
見

送
り
、
鳥
羽
で
の
再
開
を
約
束
す
る
セ
レ

モ
ニ
ー
「
リ
メ
ン
バ
ー
赤
い
ハ
ン
カ
チ
」

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

集
合
日
時　

８
月
18
日
㈯
午
後
４
時
30
分

集
合
場
所　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
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広報　とば

♦
手
づ
く
り
絵
本
講
習
会

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
絵
本
（
か
た
い
表
紙

を
つ
け
る
）
を
作
る
講
習
会
を
し
ま
す
。

講
習
は
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
か
た
と
一
緒

の
場
合
は
、
低
学
年
で
も
、
本
作
り
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き　

７
月
26
日
㈭
（
内
容
を
作
る
）

　
　
　

７
月
27
日
㈮
（
製
本
を
す
る
）

　
　
　

両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
～

講
師　

杉
谷
眞
由
美
さ
ん

持
ち
物　

は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

材
料
費
３
５
０
円
を
添
え
て
、

図
書
館
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

８月　図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 ７ ８ ９ １0 １１

１2 １3 １4 １5 １6 １7 １8

１9 20 2１ 22 23 24 25

26 27 28 29 30 3１

７月　図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １0 １１ １2 １3 １4

１5 １6 １7 １8 １9 20 2１

22 23 24 25 26 27 28

29 30 3１

市立図書館　 �４５５５

お知らせ
　木・金曜日と７～９月の水曜日は午後７時
まで、火曜日は午後6時まで開館しています。
赤字は休館日です。

休館日

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビアイティービー） アナログ6ch（デジアナ変換）
デジタル123ch

制作番組「テレビ広報とば」
（番組時間約30分）

放送時間…午前６時、８時、
10時、正午、午後２時、４時、
６時、８時、10時～

議会録画中継
（平成 24 年第 2 回定例会）
放送時間…午後１時10分～
　　　　　午後７時10分～

みんなと☆ばーがー体操
放送時間…午前９時～、
　　　　　午前11時～、
　　　　　午後５時～

（番組時間約８分）

鳥羽健康づくり体操
「ピラティス lesson1」
放送時間…午前７時～、
　　　　　午後１時～、
　　　　　午後７時～

７月 1 日
～

７月15日

特　　集 今年も夏がやってきた！！

お知らせ

市営住宅入居者募集のご案内
国民年金の保険料免除制度について
がん検診

コミュニティ
＆トピックス

市内で行われたイベントなどの模様を、
アイティービーのニュース映像を用い
てお伝えします

７月16日
～

７月31日

特　　集 ヘルシー栄養講座（メタボを防ぐ夏の食事術）

お知らせ

みなとまつりによる市営定期船臨時便・
荷物取扱事務の休止・かもめバス停車休止
平成24年度後期高齢者医療保険料の決定通知書の発送・保険証の更新
あなたの出逢い応援します～申込期限間近です！～
鳥羽ビルフィッシュトーナメント

コミュニティ
＆トピックス

市内で行われたイベントなどの模様を、アイ
ティービーのニュース映像を用いてお伝えします

７月１日（日） 一般質問（再放送）

７月２日（月） 質疑（再放送）

７月３日（火） 閉会（再放送）

上記の番組放送以外の時間は文字情報放送を繰り返し放送します。また議会日程および放送内容・タイトルについては変更される場合がありますのでご了承ください。
番組内容については広報情報係 �1102、加入申し込みについては㈱アイティービー 0120-270-089へお問い合わせください。

夏
休
み
図
書
館
情
報

◎
お
り
が
み
教
室
参
加
者
募
集

と
き　

７
月
24
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

◎
マ
ジ
ッ
ク
教
室
受
講
者
募
集

と
き　

７
月
25
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

講
師　

橋
本
七
美
さ
ん

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

◎
夏
休
み
お
は
な
し
会

津
お
は
な
し
の
会
「
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
」

の
か
た
の
お
は
な
し
で
す
。

と
き　

７
月
31
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～

◎
お
は
な
し
の
会

と
き　

７
月
７
日
㈯
午
後
２
時
～

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

第
１
回　

７
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

第
２
回　

７
月
22
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

『
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
』

と
き　

７
月
20
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　

７
月
28
日
㈯
午
後
２
時
～

テ
ー
マ　
「
う
み
に
い
こ
う
」

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

と
き　

７
月
25
日
㈬
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◎
鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会
（
読
書
会
）

と
き　

７
月
10
日
㈫
午
前
９
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト　
『
た
か
ら
も
の
』

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　

７
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～

◇
「
原
爆
と
人
間
展
」
と
「
夏
休
み
読
書

を
し
よ
う
!!
」

と
き　

７
月
21
日
㈯
～
８
月
31
日
㈮
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選
択
し
ま
し
た

松
川　

あ
、
寺
本
さ
ん
携
帯
電
話

買
っ
た
ん
で
す
か
？

寺
本　

も
っ
と
早
く
買
い
換
え
た

か
っ
た
ん
や
け
ど
ね
。

松
川　

い
い
で
す
ね
。
僕
も
そ
ろ

そ
ろ
買
い
換
え
よ
う
か
な
。

寺
本　

松
川
君
、
今
の
時
代
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ぐ
ら
い
は
持
っ
て

な
い
と
い
か
ん
ぞ
！

浜
崎　

た
だ
い
ま
戻
り
ま
し
た
ー
。

寺
本　

お
疲
れ
さ
ま
。

浜
崎　

寺
本
さ
ん
、
聞
き
ま
し
た

よ
。
携
帯
電
話
を
洗
濯
機
で
洗
濯

し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。

松
川　

な
ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と

で
す
か
。

寺
本　

修
理
す
る
か
ど
う
か
迷
っ

て
、
買
い
換
え
を
選●

択●

し
ま
し
た
。

松
川　

ダ
ジ
ャ
レ
で
ご
ま
か
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
・
・
・
。

編
集
後
記

広
報
マ
ン

vol.70

AK　絵

海の博物館喫茶“あらみ”のトコロテン水洗いして乾燥させた「マクサ」

海底に生える「マクサ」

「防災ラジオ」有償配布の申し込み期
限は７月末で、配布は11月ごろの予
定です。防災無線の音声が聞き取りに
くい世帯のかたは、ぜひご検討くださ
い。

初
夏
、
海
女
た
ち
は
「
マ
ク
サ
」
と
い
う
海

藻
を
採
り
ま
す
。
ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
き
、
真

水
に
浸
し
、
天
日
で
干
す
作
業
を
繰
り
返
す
と
、

白
く
乾
燥
し
た
状
態
に
な
り
「
テ
ン
グ
サ
」
の

名
称
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
煮
て
ど
ろ
ど

ろ
の
煮
汁
を
作
り
、
冷
や
す
と
固
ま
っ
て
ト
コ

ロ
テ
ン
が
で
き
ま
す
。
ト
コ
ロ
テ・
・ン
の
原
料
と

な
る
ク・
・サ
（
海
藻
）
を
「
テ
ン
グ
サ
」
と
呼
び
、

そ
の
代
表
が
「
マ
ク
サ
」
で
、
ほ
か
に
「
オ
ニ

ク
サ
」
や
「
オ
バ
ク
サ
」
な
ど
の
テ
ン
グ
サ
類

も
鳥
羽
の
海
で
採
れ
ま
す
。

ト
コ
ロ
テ
ン
は
、
奈
良
時
代
に
は
都
で
食
べ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
古
代
か
ら

続
く
海
藻
の
成
分
を
巧
み
に
利
用
し
た
食
品
で

す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
ト
コ
ロ
テ
ン
か
ら

寒
天
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
食
用
と
し
て

の
利
用
が
よ
り
広
ま
り
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
ト
コ
ロ
テ
ン
は
血
糖
値
を
下
げ

る
健
康
食
品
と
し
て
人
気
で
す
。
ま
た
羊
か
ん
、

ゼ
リ
ー
な
ど
の
食
品
、
化
粧
品
、
印
象
剤
（
歯

型
を
と
る
）
な
ど
に
も
寒
天
が
使
わ
れ
て
お
り
、

「
テ
ン
グ
サ
」
は
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

海の博物館がお届けする海の博物館がお届けする

とばを育む海の森ガイドとばを育む海の森ガイドとばを育む海の森ガイドとばを育む海の森ガイドとばを育む海の森ガイドとばを育む海の森ガイド
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資源保護のために再生紙を
使用しています。

じ
ゃ
あ
、
普
段
は

わ
た
し
が
使
っ
て

も
い
い
？

い
い
よ
。

で
も
、
窓
際
の

電
波
が
良
く
入
る

場
所
で
使
お
う
な
。

防
災
ラ
ジ
オ
っ
て

普
通
の
ラ
ジ
オ
も

聴
け
る
の
？

そ
う
や
よ
。

ラ
ジ
オ
聴
い
て
て
も
、

防
災
無
線
が
入
る
と
自
動
的

に
切
り
替
わ
る
ん
や
よ
。

う
ち
は
防
災

無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
か
ら
、
申
し
込

ま
ん
と
い
か
ん
ね
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
有
償
配
布

の
申
し
込
み
っ
て
い
つ

ま
で
や
っ
た
？

７
月
末
ま
で
や
よ
。

６
月
１
日
号
の
広
報
と
ば

に
載
っ
て
た
よ
。
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